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モビリティ先進地 

 充実した公共交通ネットワーク：高速道路、

鉄道、高速バス、路線バスが隅々まで張り巡

らされ、シームレスな接続を実現。 

 きめ細かなサービスに実現：128の事業者が連
携したリアルタイム運行情報の提供（のりも

のinfo.com）や交通ICカードによる一元的な

支払手段。 

一大産業拠点 

 活気ある自動車産業: 150万台/年の自動車生

産プロジェクト。 

 伝統産業から最先端の技術産業が集積：有田

焼、 ロボット、セラミック、化学、医療など。 

多様な人材の宝庫 

 人口増加率、若年増加率が国内1位：若いITベ

ンチャーが集積。 

 盛んな国際交流：九州大学は約2,000名の留学
生を受け入れ。 

開催地九州・福岡の概要 FUKUOKA at a Glance 

Fukuoka 

アジアとのゲートウェイ 

 博多港＝国際物流拠点：マレーシア、

中国、韓国、中東などに、自動車部

品や工業製品、自動車等を輸出。 

http://www.asahi-kasei.co.jp/
http://www.hoya.co.jp/index.html
http://www.nipponpapergroup.com/
http://www.nssmc.com/index.html
http://www.nssmc.com/index.html
https://www.yaskawa.co.jp/
https://www.yaskawa.co.jp/
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– 年間多数の大型クルーズ客船が入港し、博多港は九州の物流拠点と
して、アメリカ、マレーシア、中国、韓国、中東などに、自動車部
品や工業製品、自動車等を輸出しています 

– 九州エリアは、高速道路ネットワーク網、鉄道網、高速バス網、路
線バス網が張り巡らされ、交通ICカードや情報で接続されています 

– このように、九州・福岡は地域に根差した公共交通社会を形成し、
国内でも先駆的にITSを活用した地域サービスを展開しています 

– ITS APフォーラム福岡では、このような取り組みを地域を挙げて発
信し、我が国及びアジアの将来の道しるべを築いていきたいと考え
ています 

– アジアのモビリティ社会の発展や新しい価値を生み出し進化継続し
ていくことを目指します 

– 日本のITSマーケットの拡大、商機を創出します 

– アジアや欧米からの政府・学識関係者や交通関連企業とのビジネス
マッチングの機会を創出します 

– 2020年東京オリンピック・パラリンピックに繋がる次世代技術の
見本市とします 

– 教育や成長戦略、IT国家戦略に寄与します 
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Everyone’s Mobility by ITS 

開催理念 

 本大会では、国内外の地域ITS社会の浸透と発展のプロセスを振り返り、次

世代ITSの方向性を議論する大会とします。 

 開催地福岡は、アジアとの観光・物流のゲートウェイ都市です。アジアからの来

訪者や留学生も多く、アジアとの距離が近いことが福岡開催の利点です。 

 九州・福岡は国内でも先駆的にITSを活用した地域サービスを展開しており、

この社会実装されたITS技術をアジアや世界に向けて発信する絶好の好機で

あり、福岡大会がその起爆剤となることを目指します。 

 2020年東京オリンピック・パラリンピックに繋がる次世代ITS技術を検証し、モビ

リティ社会の発展や新しい価値を生み出し進化継続していくことを目指します。 

 本大会が、アジア太平洋地域及び世界とのビジネスコラボレーションの機会と

なることと、次世代ITS技術、オペレーション、サービスを担う人材を育成する

場を創出します。 
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【会議内容】 
①プレナリーセッション：公共交通、自動運転等の基調講演 

②エグゼクティブセッション：アジア各国の政策、取組みを講演 

③スペシャルセッション： 
④テクニカルセッション： 

【展示・企画】 
①展示会，社会実装体験，テクニカルツアー 
②九州・沖縄9高専と海外の学生の協力・参加によるアイデアソン：人材育成 

【開催期間】 
2018年5月8日～10日 

【開催会場】 
福岡国際会議場 

【開催規模】 
会議登録   ：1,000名以上 
展示会参加者：3,000名以上 
出展ブース   ：70ブース 
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開催テーマ：Everyone’s Mobility by ITS 
           ITSが支えるモビリティ社会の実現 

【サブテーマ】 
①安全安心な社会の実現 
②スマートな移動の支援 
③次世代モビリティ技術 
④ITSインフラ技術の実用化 
⑤人材育成・教育 

オープンデータ、次世代公共交通、自動運転、次世代通信、三次元地図、
グローバルコネクテッド等の技術論文、技術成果発表 
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①収入予算目標：14,000万円 
協   賛：  6,600万円 
会議登録：  4,300万円（55,000円/人） 
展示ブース等：3,000万円（300,000円/ﾌﾞｰｽ） 

②論文の募集 
査読論文はモントリオール大会後の11月下旬が締切の予定です 
※会議登録費：55,000円／人 

①展示の募集 
出展募集は11月下旬が締切の予定です 
※3m×3m：30万円 展示数：70ブース 
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ご支援のお願い 

③社会実験、デモンストレーションの募集 
 

④スポンサーの募集 



6 

ITS AP Forum 福岡 実行委員会 

実行委員長：中尾 和毅 西日本鉄道株式会社 常任顧問 

副委員長：二橋 岩雄 トヨタ自動車九州株式会社 取締役会長 

安浦 寛人 九州大学副学長 

藤原 洋     株式会社ブロードバンド・タワー 代表取締役会長 

団体 産 

九州経済連合会、福岡経済同友会、
九州観光推進機構、九州商工会議
所、福岡地域戦略推進協議会、九
州バス協会、北九州産業学術推進
機構、日本自動車研究所、イン
ターネットITS協議会他 

国交省九州運輸局、九州地方整
備局、国土技術政策総合研究所、
経産省九州経済産業局、総務省
九州総合通信局、福岡県、福岡
市、北九州市他 

九州大学、熊本大学、九州工業大学、
長崎県立大学、福岡大学、大分大学、
名古屋大学、早稲田大学、東京都市
大学、九州沖縄9高専他 

学 官 

西日本鉄道、ブロードバンドタワー、トヨタ
自動車九州、トヨタIT開発センター、日産自
動車九州、本田技研工業、ダイハツ九州、住
友電工、日立製作所九州支社、三菱電機九州
支社、日本電気九州支社、KDDI、西日本電信
電話、NTTドコモ、NTTデータ九州、ソフト
バンク、インテル、ゼンリン他 

（敬称略・順不同） 
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ITS Japan会員企業のご支援について 

  ITS APフォーラム福岡 実行委員会メンバー（敬称略） 

常
任
理
事/

理
事
企
業 

 ジェイテクト 研究開発本部 産学連携開発グループ長 武田 稔 

 住友電気工業 常務取締役 矢野 厚 

 東芝 インダストリアルICTソリューション社 参事 小野 賢司 

 トヨタ自動車九州 取締役会長 二橋 岩雄 

 本田技研工業 執行役 熊本製作所 所長 島原 俊幸 

 日産自動車九州 代表取締役社長 荒井 孝文 

 日本電気 九州支社 支社長 永井 克紀 

 日立製作所 九州支社 支社長 坂井 章 

 三菱電機 九州支社 支社長 齊藤 真輔 

 ＫＤＤＩ 執行役員常務 森 敬一 

 西日本電信電話 ビジネス推進部門長 御手洗 裕一 

一
般
会
員
企
業 

 ＮＴＴデータ九州 代表取締役社長 岩木 宏樹 

 ダイハツ九州 代表取締役社長 泉谷 卓司 

 日本無線 九州支社 支社長 加藤 和広 

 日本工営 福岡支店 支店長 寺田 俊郎 

 ケー・シー・エス 代表取締役社長 長瀬 雅美 

 ゼンリン 東京社長室長 村田 泰之 

 トヨタＩＴ開発センター代表取締役会長 井上 友二 

  常日頃ご支援を賜り、ありがとうございます。 


